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秋田港 港湾計画 改訂
前回改訂：平成18年2月（目標年次：平成30年代前半）
今回改訂：平成30年7月（目標年次：2030年代半ば）
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港湾管理者：秋田県

能代港

［フェリー］
新潟・敦賀

［外貿コンテナ航路］
（貿易相手国）

東南アジア
中国、韓国
欧州・ロシア 等

本荘港

戸賀港

［フェリー］
苫小牧

※取扱貨物量はH29速報値（秋田県調べ）

定期航路：－
取扱貨物量：322万トン

県北部のエネルギー拠点
静脈物流の拠点（リサイクルポート）

定期航路：－
取扱貨物量：35万トン

国家石油備蓄基地

船川港

○秋田県には、能代港（県北部のエネルギー拠点や静脈物流の拠点）、船川港（国家石油備蓄基
地）、秋田港の３つの重要港湾が存在する。

○秋田港は、中国・韓国との外貿コンテナ航路及び北海道・北陸との内航フェリー航路と、背後の道
路網等により、秋田県の産業を支える物流拠点の役割を担う。

○加えて、クルーズ客の受入や、災害時の緊急物資輸送の拠点としての役割を担う。

○また、港湾区域における洋上風力発電の導入に向けた取組が進められている。

秋田北IC

秋田自動車道

日本海東北
自動車道

奥羽
本線

秋田駅
秋田中央IC

秋田南IC

羽越
本線

13

7

引込線
（貨物）

7

秋田港直背後の道路・鉄道網

定期航路：中韓コンテナ航路 2便/週
韓国コンテナ航路 1便/週
内航フェリー航路 12便/週

取扱貨物量：763万トン

県内産業の物流拠点
県中南部のエネルギー拠点
クルーズ客の受入拠点
緊急物資輸送の拠点

秋田港

秋田空港IC

秋田空港

秋田新幹線

高速道路

国道

主要な一般道路

ＪＲ線

新幹線

空港

臨港道路

0km 5km

秋田港

平成30年6月27日
交通政策審議会

第71回港湾分科会
資料1-1
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秋田港が担う役割（県内産業の物流拠点）

2

○主に港湾直背後において、企業立地や設備投資等がなされており、製造企業の原材料の調達や、対岸諸国・東南ア
ジアへの製品の輸出等の物流拠点となっている。

○また、背後の道路網を活かして県内各地にも荷主が分布しており、今後の高速道路の整備進捗による内陸部とのア
クセス向上により、秋田港における貨物取扱需要の一層の増加が期待される。

本州日本海側の主なコンテナ取扱港湾

対東南アジアコンテナ貨物推計値（実入）
（万TEU）

主な荷主の分布

〈近年の主な企業立地・設備投資の動向〉
・亜鉛精錬所の増産に伴う焙焼炉増設（H30.5）
・石炭火力発電所の立地計画（2024年頃）
・製紙工場の輸出強化計画（2020年代）

秋田市
秋田港

大館能代空港IC
～鷹巣IC（H30.3.21開通）

二ツ井白神IC
～大館能代空港IC(開通未定)

新
潟

秋
田

敦
賀

金
沢

伏
木
富
山

酒
田

境 直
江
津

舞
鶴

浜
田

下
関

輸入（TEU） 輸出（TEU）

※H25コンテナ流動調査と
H28港湾統計を用い推計

0

1

2

3

下関
浜田 境

敦賀
金沢

（苫小牧）

舞鶴

伏木富山
直江津

新潟

酒田
秋田（7.9万TEU）

（北九州）
（博多）

【H28コンテナ貨物量】

50万TEU～

10万～50万TEU

5万～10万TEU

～5万TEU

中国
０．５

輸出（実入）
２．６万TEU

［H29］

東南アジア
１．２

中国
０．５

韓国
０．３

その他
０．６

秋田港のコンテナ貨物の
最終仕向国
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秋田港が担う役割（クルーズ客の受入拠点）
○秋田港背後の秋田市内には、久保田城等の観光資源や秋田竿燈まつり(８月)等の伝統的な祭りがある。
○また、背後９０分圏内（バス・鉄道等）には、伝統文化に触れることができるなまはげ伝承館や角館武家屋敷等があ

り、秋田港はこれらの観光資源を訪れるクルーズ客の受入拠点となっている。
○近年、クルーズ船の寄港が増加傾向にある。

秋田駅

秋田空港

大館能代空港

秋田港

角館

田沢湖

寒風山
入道崎

久保田城

秋田竿燈まつり

3

角館

大曲全国花火競技会（8月）

男鹿水族館

八望台展望台

抱返り渓谷

なまはげ伝承館

秋田県立美術館

久保田城
千秋公園

秋田市中心部

秋田駅

秋田市民市場赤れんが郷土館

秋田市民俗芸能伝承館

秋田竿燈まつり（8月）
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外国船 邦船 旅客乗降数
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［クルーズ船の寄港実績及び予定］

H25 H26 H28H27 H29 H30
（予定）

将来
想定

0
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（万人）（隻）

なまはげ伝承館

土崎港曳山まつり（7月）
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秋田港が担う役割（クルーズ客の受入拠点）

4

○クルーズ客の受入環境向上に向け、「みなとオアシスあきた港」（平成１７年指定）の構成施設であるポートタワーセリ
オンでの地場産品の販売や、「秋田港クルーズ列車」の運行等が行われている。

○加えて、知事・市長によるトップセールスを行う等、地域一体となってクルーズ振興に取り組まれている。

【秋田港クルーズ列車】

ポートタワーセリオン

【みなとオアシスあきた港】

秋田駅

(H29.8)
秋田駅下車後、なま
はげ伝承館や角館等
へ列車やバスで移動

奥羽本線貨物線

クルーズ列車運行図

秋田港駅

土崎駅

地場産品の販売 セリオン展望台から港の眺望

区間：秋田港駅～秋田駅

H29.8 試験運行
４日間
５往復／寄港日
※利用者数：４２０人／４日

H30 本格運行
４～１１月
最大６往復／寄港日
※直近の利用者数

4/18：259人
5/11：390人
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秋田港が担う役割（緊急物資輸送の拠点）

○「秋田県地域防災計画」に基づき、秋田港と本荘港に耐震強化岸壁が整備されている。
○秋田港は、災害時における秋田市向けの緊急物資の海上輸送の拠点としての役割を担っている。

寺内ふ頭岸壁(-7.5m)
※今回計画で廃止

飯島地区-11m岸壁

耐震強化岸壁
［緊急輸送道路］

高速道路
国道・主要地方道等
臨港道路

秋田北IC
【今回計画】
中島2号岸壁（-9m）

【秋田県の緊急物資輸送網】

※一次物資集積拠点：各都道府県の地域防災計画に基づき設置され、各地から災害時に緊急物資が集
積される拠点。この場所で各市町村ごとに物資を仕分けし、トラック等で陸送する。

秋田港

本荘港

【一次物資集積拠点】
大館樹海ドーム

【一次物資集積拠点※】
県立中央公園スカイドーム

【一次物資集積拠点】
協和樹パル

【一次物資集積拠点】
神岡嶽ドーム

【一次物資集積拠点】
秋田ふるさと村ドーム劇場

秋田県内の耐震強化岸壁
一次物資集積拠点
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6

秋田港の目指す姿

１．グローバルバリューチェーンを支える海上輸送網
の構築

◆成長著しい東南アジアへのシャトル航路を戦略的に重要
な航路と位置づけ、国内主要港からの直行便を強化

◆企業のサプライチェーンマネジメントの高度化に対して柔
軟に対応するため、国際フェリー・RORO航路やコンテナ
シャトル航路を強化

住民・港湾を守る防災機能の充実
大規模災害時において、県民の安全・安心を確保するとともに、産業

の自然災害リスクを低減する。

○緊急物資及び貨物の輸送能力の強化

県民及び国内外観光客の交流・受入機能の充実
秋田の自然・伝統・文化を活かした賑わい空間を創出することにより

県民及び国内外観光客に憩いの場を提供する。

○国内外観光客の受入環境の強化

目標年次：2030年代半ば

産業振興に資する物流機能の充実
多様なニーズに対応した物流環境の提供と港湾空間の有効活用を

行うことにより、背後に立地する企業の国際競争力や、国内物流の

安定性の向上を図る。

○企業の国際競争力向上のためコンテナ取扱機能の強化

○国内複合一貫輸送の安定性向上のためフェリー輸送機能の強化

４．ブランド価値を生む空間形成
◆海からの視点も考慮した「海に開け、船を迎え入れる」美し

い景観の形成

７．情報通信技術を活用した港湾のスマート化・強靱化
◆地域の早期復旧・復興を支援するため、広域的に一連の物

資輸送ルートを確保できるよう岸壁や臨港道路等の耐震化

【港湾の中長期政策 最終とりまとめ（案）】 【今回計画】

２．持続可能で新たな価値を創造する国内物流体系
の構築

◆内航フェリー・RORO航路については、災害時には機動的
な輸送手段となることを考慮して岸壁の標準化

３．列島のクルーズアイランド化
◆日本列島全体をカジュアルからラグジュアリーまで幅広く対

応したクルーズアイランドに進化
◆外国人クルーズ旅客に快適な旅を提供するため、ターミナ

ルビル等において無料無線LAN整備、案内の多言語化に
対応し利便性を向上
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7

秋田港の利用状況

外港地区

大浜地区

（専用施設）
【-11mドルフィン】
・木材チップ輸入

（コンテナ）
【-13m岸壁（260m）】
・紙パルプ輸出
・製材輸入【-8m岸壁（260m）】

・フェリー

【-13m岸壁（270m）】
・金属鉱輸入

【-7.5m岸壁（130m）】
・セメント移入
※クルーズ船着岸

臨港道路1号線

臨港道路13号線

（専用施設）
【-7.5mドルフィン】
・重油移入

内港地区

製造業
【木材】

製造業
【紙・パルプ】

火力発電所

製造業
【金属鉱（亜鉛鉱）】

エネルギー
【重油】

製造業
【セメント】

石炭火力発電所立地予定

エネルギー
【LNG】

JR貨物線

製造業
【セメント】

内航フェリーエネルギー
【重油・石油製品】

（専用施設）
【-8mドルフィン】
・重油・石油製品移入

飯島地区

秋田港駅
（貨物駅）

向浜地区

国道7号

本港地区

県道

県道

○港湾直背後に製紙工場、亜鉛精錬所、火力発電所、木材関連工場等が立地しているほか、定期航路を利用する荷
主が県内各地に分布している。

○立地企業は、原材料を国内外から海上輸送や陸上輸送（県内木材等）により調達し、製品を定期航路を利用して国
内外に出荷している。

○平成17年に本港地区背後のポートタワーセリオン周辺がみなとオアシスに登録され、住民や観光客の賑わい空間と
なっている。

みなとオアシス

県道
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8

秋田港の貨物取扱状況
○大宗貨物は、フェリー、石油製品、重油、木材チップ、金属鉱。
○石油製品は、市民生活や事業活動に利用されるガソリン・灯油等の室蘭港等からの移入。
○木材チップは、紙及び段ボール原紙の原材料のベトナム等からの輸入。
○重油は、火力発電所の燃料の東京港からの移入及びオーストラリアからの輸入。
○金属鉱は、防錆材（亜鉛メッキ）の原材料（亜鉛鉱石）のボリビア等からの輸入。

取扱貨物量の品目内訳（平成29年） ：公共岸壁利用

【移入】
約397.8万㌧

石油製品
125.2

フェリー
124.7

重油
45.2

セメント
42.2

その他
44.0

原油
16.3

【移出】
約153.6万㌧

その他
20.6

フェリー
116.5

化学薬品
16.5【輸入】

約159.5万㌧

木材チップ
51.7

石炭
12.9

製材
10.5

その他
34.1

木製品
11.4

金属鉱
38.9

【輸出】
約52.0万㌧

紙・パルプ
17.5

化学薬品
9.4

金属くず
7.2

非鉄金属
5.6

非金属鉱物
3.5

その他
8.9

0

200

400

600

800

1000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
輸出 輸入 移出 移入

総取扱貨物量の推移

640

361

114
24

141

732

914
849 870

791 809
781 763

377

171

160

25 32

225

181

476

32 36 36 45 47 52

246

169

402 411

167

255

403

162

189 191

168

404 405

160

169

398

154

159

（万トン）
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9

秋田港の貨物取扱状況（コンテナ貨物）
○大宗貨物は、紙・パルプ、製材、木製品。
○紙・パルプは、ベトナム、マレーシア、韓国に立地する段ボール工場向けの段ボール原紙の輸出。
○製材と木製品は、北欧、ロシアからの板材（原材料）の輸入と、加工した建材のフィリピン等への輸出。

※木製品の原材料は、県産木材の陸送、北海道産木材のフェリー輸送、北欧・ロシア産木材（板材）のコンテナ輸送、カナダ・マレーシア産

木材のバルク船輸送により調達。

0.9 1.2 1.6 1.4 1.6 1.8 2.0 2.5 2.6 
1.8 

2.2 

3.0 3.1 3.2 2.7 2.3 
2.6 2.5 

1.1 

1.2 

1.2 1.8 
2.0 

1.6 
1.2 

1.6 1.2 

0.2 

0.4 

0.4 
0.3 

0.5 
0.6 

0.8 

1.2 
1.0 

3.9 

5.1 

6.2 
6.6 

7.4 
6.7 

6.2 

7.9 
7.3 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（万TEU）
コンテナ取扱量の推移

輸出（実） 輸入（実） 輸出（空） 輸入（空）

コンテナ貨物の仕入国・仕向国内訳（平成29年）コンテナ取扱量の品目内訳（平成29年）

インドネシア
0.1

スウェーデン
0.2

【輸出（実入）】
約2.6万TEU

中国
0.5

マレーシア
0.4

フィリピン
0.3

ベトナム
0.3

韓国
0.3

台湾
0.1

タイ
0.1

その他
0.4

【輸入（実入）】
約2.5万TEU

中国
0.5

韓国
0.3

フィンランド
0.3

フィリピン
0.3

ロシア
0.2

オランダ
0.1

その他
0.6

アメリカ
0.1

【輸出（実入）】
約2.6万TEU

紙・パルプ
1.4

非鉄金属
0.2

木製品
0.2

再利用資材
0.2

その他
0.5

自動車部品
0.1

【輸入（実入）】
約2.5万TEU

製材
0.9

木製品
0.5

電気機械
0.1原木

0.1

化学薬品
0.1

その他
0.8
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計画貨物量の設定

①石炭火力発電所の立地計画を踏まえ、燃料用石炭（輸入）と石炭灰（移出）の取扱増加を見込む。
②東南アジアへの各国企業の段ボール工場進出を背景に、秋田港背後の製紙企業が段ボール原紙の輸出強化を計

画しており、原材料の木材チップ（輸入）及び紙・パルプ（段ボール原紙）（輸出）の取扱増加を見込む。
③製紙企業におけるバイオマス発電計画を踏まえ、燃料用の石炭（輸入）及び木材チップ（輸入）の取扱増加を見込む。

今回計画の貨物量内訳

10

：公共岸壁利用
輸出 輸入 移出 移入

【輸入】 木材チップ（H28）53.8万㌧ → （今回推計）95.3万㌧
②段ボール原紙の輸出強化に伴う原材料の輸入増加（専用：＋17.7万㌧ ）
③バイオマス発電事業に伴う燃料用木質ペレットの輸入増加（公共：＋23.8万㌧ ）

【移出】 再利用資材（H28）0.0万㌧ → （今回推計）62.2万㌧
①石炭火力発電所より生じる石炭灰の国内セメント工場向けの移出増加

（公共：＋62.2万㌧ ）

【輸入】 石炭（H28）12.8万㌧ → （今回推計）461.0万㌧
①石炭火力発電所の立地に伴う石炭の輸入増加（専用： ＋420.0万㌧ ）
③バイオマス発電事業に伴う燃料用石炭の輸入増加（公共：＋28.2万㌧ ）

【輸出】 紙・パルプ（H28）14.4万㌧ → （今回推計）36.0万㌧
②東南アジア向けの段ボール原紙の輸出強化に伴う取扱増加（公共：＋21.6万㌧ ）

【輸出】
約77万㌧

紙・パルプ
36.0

非鉄金属
8.4

化学薬品
7.9

金属くず
6.5

非金属鉱物
4.7

その他
13.8

【輸入】
約715万㌧

石炭
461.0

木材チップ
95.3

金属鉱
47.6

重油
33.9

原油
18.8

その他
69.8

【移出】
約257万㌧

フェリー
129.9

再利用資材
62.2

非金属鉱物
29.3

その他
48.2

フェリー
137.4

石油製品
122.2

セメント
41.0

その他
75.9

【移入】
約400万㌧

重油
31.6

0

400

800

1200

1600

2016
（H28）

（目標年）

取扱貨物量
（万トン）

781

1,448

405

160

169
47

400

257

77

715

0

500

1000
（万トン）

（公共専用別）

専用

2016
（H28）

（目標年）
公共 専用 公共

497

206

143

101
47

285

199

18
68

705

224

237

168

77

547

20
177

743
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港湾計画の変更（概要）

外港地区

向浜地区

大浜地区

内港地区

岸壁-12m
1B（新規）
［コンテナ］

専用岸壁-13m
1B（新規）

［石炭］

岸壁-11m
1B（新規）
［クルーズ］

岸壁-6.5m
1B（変更）

［官公庁船］

海面処分用地33ha
（新規）

本港地区

飯島地区

みなとオアシス
秋田港駅
（貨物駅）

岸壁-9m
1B（増深）

［フェリー・耐震］

岸壁-9m
2B（増深）

［セメント等］

○東南アジア向けコンテナ貨物の取扱需要の増加に対応するため、外港地区においてコンテナ船用岸壁（水深12m、

延長230m）を新規に計画する。

○本港地区におけるバルク貨物の取扱需要やフェリーの大型化の動向、クルーズ船の寄港増加に対応するとともに、

港湾の防災機能を強化するため、クルーズ船用岸壁の新規計画（水深11m、延長450m）を含む埠頭再編を計画する。

○秋田港への立地が計画されている火力発電所で利用する石炭を取扱うため、外港地区において専用岸壁（水深13m、

延長325m）を計画する。
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港湾計画の主な変更内容（コンテナ取扱増加への対応）

外港地区

コンテナヤード
【既設】17.0ha

新規岸壁
（-12m）
230m

ヤード拡張
（5.6ha）

1.9 2.4 2.8 3.2 3.7 3.4 3.2 4.1 3.8 
5.8 1.9 

2.7 
3.4 3.4 

3.7 3.4 3.0 
3.8 3.5 

5.7 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0
輸出 輸入

秋田港のコンテナ取扱量の推移 コンテナ定期航路の想定

（万TEU）

3.9
4.9

6.0 6.4
7.1

6.4
5.9

7.7
7.3

11.5

既存ターミナルの取扱能力（10万TEU）

○製紙企業における東南アジア向け段ボール原紙の輸出強化等のコンテナ取扱需要の増加に対応するため、コンテナ
岸壁の2バース化とヤードの拡張を計画する。

【日本海側港湾に寄港している東南アジア航路の例】

計画変更
（-13m）260m[既設]
→（-11m）220m

博多・北九州釜山

上海

寧波

温州

厦門

ﾏﾆﾗ

ﾎｰﾁﾐﾝ

ﾚﾑﾁｬﾊﾞﾝ
ﾊﾞﾝｺｸ

ﾎﾟｰﾄｹﾗﾝ

秋田

現在
（平成30年6月）

今回計画
（2030年代半ば）

中国・韓国 2便／週 2便／週

韓国 1便／週 2便／週

東南アジア - 2便／週

便数
航路
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港湾計画の主な変更内容(貨物・クルーズ需要等に対応する埠頭再編）

○本港地区では、フェリー（12便/週）やセメント、石灰石等の貨物船が利用し、近年増加しているクルーズ船についても
貨物岸壁を利用しているところ。

○他地区から本港地区へのセメントと石灰石の取扱集約の需要、及びセメント船の大型化の状況を踏まえ、貨物岸壁
の計画を見直す（2バース化、水深：7.5m→9m）。

○将来のフェリーの大型化を見込み、フェリー岸壁を改良（水深8m→9m、延長260m→270m）するとともに、防災機能強
化のため耐震強化岸壁とする。

○貨物岸壁の取扱量が増加する中でクルーズ船の寄港数増加に対応するとともに、クルーズ旅客の満足度を高められ
る景観に配慮されたクルーズ受入環境を整備するため、旅客船埠頭を計画する。

既定計画

水深7.5m
延長130m

水深9m
延長260m

水深8m
延長260m

本港地区

水深9m
延長170m

水深9m
延長270m

【耐震】

水深9m
延長170m

船型：0.5万DWT→1.1万DWT（現状）

貨物量：25万トン→39万トン（想定）

※セメント、石灰石の取扱集約

今回計画

水深11m
延長450m

緑地

大型化
（喫水：6.9m→7.7m）

貨物上屋
（石灰石等）

クルーズ船利用状況

（H30.4 ダイヤモンド・プリンセス接岸時）

完成イメージ

出典：「秋田港長期構想（H29.11）」
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【参考】地元地域におけるクルーズ船受入環境向上の検討状況

クルーズ岸壁背後の空間づくりイメージ クルーズ船入港時のにぎわいイメージ

昼間

夜景

主要動線
散歩道

セリオン物販施設の拡張（工芸品の販売促進）
駐車場の位置の変更（臨港道路及び国道７号からのアクセスの改善）
セリオンロードとの接続の強化（市街地への誘導）
イベント広場及び遊具等の整備（集客・賑わいの創出）
交流拠点エリアの拡張（国際コンベンションセンター、全天候型アリーナ等）
クルーズ列車の運行

①

②

③

④

⑤

⑥

「秋田港長期構想」（H29年11月 秋田港長期構想委員会）
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港湾計画の主な変更内容（緊急物資輸送機能の強化）

緊急輸送道路
黄線：臨港道路
緑線：国道・県道

寺内ふ頭岸壁（-7.5m） 200m
【耐震強化岸壁】（既設）→廃止

○秋田港は「秋田県地域防災計画」において、緊急物資輸送用の耐震強化岸壁を2バース整備することとされている。

○フェリー岸壁の増深に合わせ、災害時の幹線貨物輸送及び緊急物資輸送を担うため耐震化する。

○貨物取扱の集約と緊急物資輸送機能の移転に伴い、既設の耐震強化岸壁（-7.5m）は廃止する。

飯島地区-11m岸壁 190m
【耐震強化岸壁】（既設）

中島ふ頭2号岸壁（-9m）270m
【耐震強化岸壁】（今回計画）

※貨物取扱の集約
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港湾計画の主な変更内容（専用施設）

○外港地区において計画される石炭火力発電所の石炭を扱うため、専用岸壁（-13m）を新たに計画する。

外港地区

・発電能力：約130万kW（65万kW×2基）

・運転開始時期：2024年頃（予定）

・現在、環境影響評価準備書手続き中。

完成イメージ

ベルトコンベア

外港地区

秋田港石炭火力発電所（仮）

出典：「秋田港火力発電所（仮称）建設計画に係る環境影響

評価準備書のあらまし」
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関連計画から見た秋田港の役割

国土形成計画（全国計画）（平成２７年８月閣議決定）

【産業に関する基本的な施策】
○ 安定的なエネルギー供給の実現（化石燃料の安定供給、低コストの実現）
○ 再生可能エネルギーの活用拡大（バイオマス、風力の積極的な活用拡大を推進）

【文化及び観光に関する基本的な施策】
○ 先手を打っての「攻め」の受入環境整備（クルーズ船の受入環境の改善）

【国土基盤ストックに関する基本的な施策】
○ インフラ機能の強化・高度化（既存岸壁の増深、荷捌き用地の確保等、ふ頭再編と合わせた機能強化等の推進）

【防災・減災に関する基本的な施策】
○ 諸機能及びネットワークの多重性・代替性確保等による災害に強い国土構造の構築（施設の耐震化）

第３期ふるさと秋田元気創造プラン（平成３０年３月策定）

【施策２－３ 国内外の成長市場の取り込みと投資の促進】
〔方向性（１） 成長する東アジア・東南アジア等との経済交流と企業の海外展開支援〕

○ 秋田港の利用拡大
秋田港のコンテナ取扱量の増加を図る。

〔方向性（２） 環日本海交流や地域の拠点となる港湾の機能強化〕
○ 新たな秋田港港湾計画に基づく事業の推進

環日本海交流の拠点として秋田港の国際競争力を向上させるため、電力需要やコンテナ取扱量の増大など、
社会情勢の変化や新たなニーズに対応した港湾施設の機能強化を図る。

第１３次秋田市総合計画 新・県都『あきた』成長プラン（平成２８年３月策定）

【豊かで活力に満ちたまち】
〔政策１ 商工業の振興 施策④ 貿易と物流の拡大〕

○ 秋田港の利用促進
秋田港を利用する荷主に対するインセンティブ制度を充実させ、ポートセールスを通じて、秋田港の利用促進に努める。

〔政策３ 交流人口の拡大と移住促進 施策② にぎわいの創出〕
○ 地域のにぎわい拠点の充実

秋田市ポートタワーを中心施設とし、海の玄関口、人流拠点などとして地域のにぎわい創出を目指す。
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港湾計画変更内容（外港地区）

既定計画 今回計画

【公共埠頭計画】
岸壁 水深13m 1バース 260m

⇒ 水深12m 1バース 230m
水深11m 1バース 220m

【土地造成計画】
埠頭用地 5.6ha

18

【専用埠頭計画】
岸壁 水深13m 1バース 延長325m

【水域施設計画】
泊地 水深13m

⇒泊地 水深13m 1.6ha浚渫
航路・泊地 水深13m 3.7ha浚渫

旧北防波堤 延長80m 廃止
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港湾計画変更内容（本港地区）

既定計画

今回計画

19

【水域施設計画】
泊地 水深11m 2.3ha浚渫

水深9m 1.1ha浚渫

【公共埠頭計画】
岸壁 水深7.5m 1バース 130m

⇒ 水深9m 2バース 340m

【旅客船埠頭計画】
水深11m 1バース 450m

【フェリー埠頭計画】
岸壁 水深8m 1バース 260m
岸壁 水深9m 1バース 260m

⇒ 水深9m 1バース 270m
埠頭用地 4.6ha（うち3.7ha既設）

【土地造成計画】
埠頭用地 1.2ha
緑地 0.7ha

【土地利用計画】
埠頭用地 8.6ha
港湾関連用地 18.5ha
交流厚生用地 5.1ha
工業用地 15.6ha
都市機能用地 1.0ha
交通機能用地 5.9ha
緑地 4.8ha
（合計 59.5ha）

⇒ 埠頭用地 11.2ha
港湾関連用地 18.2ha
交流厚生用地 4.4ha
工業用地 15.6ha
交通機能用地 5.6ha
緑地 5.7ha
（合計 60.7ha）

【公共埠頭計画】
岸壁 水深7.5m 2バース 260m（うち200m既設）
埠頭用地 0.9ha

⇒ 廃止
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港湾計画変更内容（飯島地区）

既定計画 今回計画

20

【土地造成計画】
海面処分用地 32.9ha

【物資補給岸壁】
水深5.0m 1バース 300m

⇒ 【物資補給岸壁】
水深5.0m 1バース 155m
【小型船だまり計画】
岸壁 水深6.5m 1バース 145m
【水域施設計画】
泊地 水深6.5m 0.6ha浚渫

【土地利用計画】
埠頭用地 7.8ha
港湾関連用地 31.0ha
工業用地 23.7ha
危険物取扱施設用地 4.0ha
交通機能用地 4.7ha
緑地 14.0ha
（合計：85.2ha）

⇒ 埠頭用地 7.8ha
港湾関連用地 4.0ha
工業用地 52.7ha
危険物取扱施設用地 4.0ha
交通機能用地 2.7ha
緑地 14.0ha
（合計：85.2ha）
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クルーズ船の寄港する港湾（2017年）

出典：港湾管理者への聞き取りを基に国土交通省港湾局作成

2017年クルーズ船の寄港回数（上位10港）

青方

郷ノ浦

横浜神戸

石垣

那覇

東京

長崎

名古屋

二見

（父島）

鹿児島

大阪

青森

金沢

小樽

境

宮之浦

（屋久島）

函館

鳥羽

高知

別府

沓形（利尻島）

清水

釧路

仙台塩釜

舞鶴

名瀬

（奄美大島）

室蘭

酒田

伏木富山

四日市

新宮

香深（礼文島）

新潟

萩

徳島
小松島

北九州

博多

大船渡

宮古

館山

敦賀

宇和島

秋田

二見

（佐渡島）

下関

熊本

油津

八戸

輪島

姫路

浜田

宿毛湾

福江

細島八代

西表島

網走

船川

能代

七尾

八丈島

和歌山下津

佐世保
唐津

西之表

（種子島）

湾

（喜界島）

座間味

本部

平良
（宮古島）

留萌

宮津

小木
（佐渡島）

古仁屋

（奄美大島）

南大東

三河

神津島

三角

中津

宮崎

中城湾

羅臼漁港

稚内

鴛泊

小名浜

v
沖

v

木更津

両津
（佐渡島）

三田尻中関

浦郷漁港

仲里漁港

仙崎

奥尻

青苗漁港
苫小牧

白老

茨城港

直江津

熱海

伊東

久美浜

橋杭漁港
御手洗

宇部

鳥取

上関
祝島

倉橋漁港

ベラビスタマリーナ

柳井

瀬戸田

北木島

犬島

内海
（小豆島）

宮浦

小浜

平土野

川内（平戸）

祖納
（与那国島）

順位 港名 寄港回数

1位 博多港 326回

2位 長崎港 267回

3位 那覇港 224回

4位 横浜港 178回

5位 石垣港 132回

6位 平良港 130回

7位 神戸港 116回

8位 鹿児島港 108回

9位 佐世保港 84回

10位 八代港 66回

凡 例

100回以上

50回以上 ～

30回以上 ～

10回以上 ～

5回以上 ～

100回未満

50回未満

30回未満

10回未満

5回未満

宇野

高松坂出

水島

福山

尾道糸崎

松山

呉

広島

厳島

森野漁港

10万総トン数以上のクルーズ船が寄港した港湾

【参考】クルーズ船の寄港する港湾

○2017年にクルーズ船が寄港した港湾の数は、全国で130港。

○そのうち、大型クルーズ船（１０万総トン級以上）が寄港した港湾は28港。

21


